
日本における大地震の歴史

― ２４ ―

時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

１６０５年２月３日
（慶長：けいちょう９年１２月１６日）
関東から九州までの太平洋岸に
Ｍ７．９～８の地震があり津波が発
生した。南海トラフ津波地震説など
の諸説があり（慶長地震）
初代将軍徳川家康

津波で５０人死亡

◎江戸時代とは
徳川家康が征夷大将軍になった
１６０３年（慶長８年）権力の中枢
である幕府が江戸に置かれたの
でこの呼称。

◎徳川家康
江戸幕府初代将軍、三河岡崎城主松平広忠の長男。
幼名を竹千代、のち元信、元康、家康と改めた。
大坂冬・夏の陣で豊臣を滅ぼし、全国統一を完成した。

紀伊・阿波・土佐などで津波によ
り大きな被害、八丈島でも津波に
よる死者数十人。死者は１万～
２万人と推定されるが、津波以外
の被害はほとんどなかった。

１６０８年１２月３０日
（慶長：けいちょう１３年１１月２３日）
仙台で地震が発生した。
第２代将軍徳川秀忠（ひでただ）

死者３７００人１６１１年９月２７日
（慶長：けいちょう１６年８月２１日）
会津でＭ６．９の地震が発生した。
（会津地震）
第２代将軍徳川秀忠（ひでただ）

江戸城天守閣（再建されれば）

１７世紀前半、津波堆積物の分析
から十勝沖から根室沖までを震源
とするＭ８．６クラスの地震が発生
したと推定されている。

詳細は不明
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

◎徳川幕府が制定した全国統一幣制伊達領で大津波による死者
約２０００～５０００人

１６１１年１２月２日
（慶長：けいちょう１６年１０月２８日）
三陸沖付近でＭ８．１の地震が発
生した。（慶長三陸地震）
第２代将軍徳川秀忠（ひでただ）

◎古からの言い伝え（仙台市：慶長三陸地震）
※浪分神社（なみわけじんじゃ） ※蛸薬師堂（たこやくしどう）

１６１４年１１月２６日
（慶長：けいちょう１９年１０月２５日）
新潟県直江津沖でＭ７．７の地震が
発生した。（高田領大地震）
第２代将軍徳川秀忠（ひでただ）

越後高田藩では地震と津波によ
り死者多数（詳細は不明）
京都では神社・民家が多数壊れ
死者も出た、千葉県銚子では津
波が発生した。

慶長大判 慶長小判 慶長一分金

慶長丁銀 慶長豆板銀 寛永通宝

◎江戸の城下町（身分による土地の配分）

江戸城

渋谷

品川

駿河台

日本橋

赤坂

隅
田
川

浅草

江戸湾
武家地
町人地
寺社地

本所

※江戸市内の土地の占有率は、60％が武家地（武家は人口の７％）で、20％が町家、15％が寺で、残りの5％が神社であった。

慶長三陸地震に伴い発生した大津波
が当地を襲った。津波が二つに分か
れ、その後、水が引いた場所だと伝
わる。（津波が内陸まで来る伝え）

蛸薬師の本尊は、慶長三陸地震に
よる津波が名取川・広瀬川を遡上し、
その時に流れ着いた「蛸が吸い付い
た薬師如来像」を祀ったものと。

https://ameblo.jp/kurinn-momo/image-12261507848-13903101099.html
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

小田原、江戸で被害１６１５年６月２６日
（慶長：けいちょう２０年６月１日）
相模・江戸でＭ６の地震が発生した。
第２代将軍徳川秀忠（ひでただ）

１６２８年８月１０日（寛永５年７月１１日）
江戸でＭ６の地震が発生した。

江戸城の石垣が壊れた。

仙台城が破損
三陸地方大津波

１６１６年９月９日
（元和：げんな２年７月２８日）
宮城県沖でＭ７の地震が発生した。

旧八代城が倒壊、大分県竹田
城が破損した。

１６１９年５月１日（元和５年３月１７日）
熊本県八代でＭ６の地震が発生した。

死者約５０人
地震動により火薬庫爆発し、
熊本城が破損した。

１６２５年７月２１日
（寛永：かんえい２年６月１７日）
熊本県でＭ５～６の地震が発生した。
第３代将軍徳川家光（いえみつ）

◎不定時法（夜明けから日暮れまでの時間を６等分）

男が蕎麦を食べた時刻

◎生活リズムはお日様次第
江戸の初期は日の出とともに起き、日の入りで就寝

木戸番の
夜警

「草木も眠る丑三つ時（うしみ
つどき）というのは、丑（うし）
の刻（こく）の三番目の呼び方

与太郎が蕎麦を
食べた時刻

町木戸を閉める

子供の就寝時刻

商店閉店

吉原夜見世
開始

暮れ
六つ

職人仕事じまい

おやつ（八つ）の時刻 職人出勤時刻

明け
六つ

芝居開始
湯屋開店

商店開店

町木戸を開く

大名行列
「お江戸♬
日本橋七つ立ち」
の時刻

☀

春分 夏至 秋分 冬至

明
け
六
つ

暮
れ
六
つ

明
け
六
つ

暮
れ
六
つ

明
け
六
つ

暮
れ
六

つ
明
け
六
つ

暮
れ
六
つ

小田原で死者１１０～１５０人
駿河・熱海で津波

１６３３年３月１日（寛永１０年１月２１日）
相模・駿河・伊豆でＭ７．１の地震が発生

大きな被害１６３５年３月１２日（寛永１２年１月２３日）
江戸でＭ６の地震が発生した。

死者多数１６４０年１１月２３日（寛永１７年１０月１０日）

石川県加賀市でＭ６の地震が発生した。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

１６４６年６月９日
（正保：しょうほう３年４月２６日）
宮城県南部でＭ７．６の地震が発生した

仙台城の石壁１００ｍ以上崩壊

◎お茶の歴史
鎌倉初期の栄西（えいさい）禅僧が我が国にもたらした
ものとされています。日本の臨済宗の開祖で茶の採取・
製法や効能などを記した「喫茶養生記」を著わした。

津波死者１１７名１６４４年１０月１８日（寛永２１年９月１８日）

秋田県でＭ６．５の地震が発生した。

◎茶碗の種類
産地別に、「唐物茶碗」「高麗茶碗」「国焼茶碗」 となり、
それぞれ中国、朝鮮、日本で焼かれた焼き物を指 しま
す。茶の湯でそれぞれの産地別に最高級とされる茶碗
は、 「曜変天目茶碗：ようへんてんもくちゃわん」「大井戸
茶碗：おおいどちゃわん」「黒樂茶碗：くろらくちゃわん」。

曜変天目茶碗 稲葉天目 曜変天目茶碗曜変天目茶碗

油滴天目茶碗 井戸茶碗 銘喜左衛門

志野茶碗 銘「卯花墻（がき）」

◎国宝茶碗

玳玻（たいひん）天目茶碗

楽焼白片身変茶碗 銘不二山

江戸城の石垣や大名屋敷など
破損、小田原城に大きな被害

１６４７年６月１６日（正保４年５月１４日）
神奈川県でＭ６．５の地震が発生した。

小田原城破損、箱根で落石、
死者１名。

１６４８年６月１３日
（慶安：けいあん元年４月２２日）
相模・江戸でＭ７の地震が発生した。

松山城、宇和島城の石垣や
堀が崩れる。

１６４９年３月１７日（慶安２年２月５日）
安芸（広島）・伊予（愛媛）でＭ７地震

死者多数
７月３０日（慶安２年６月２１日）

関東付近でＭ７．１の地震が発生した。

川崎宿で大きな被害９月１日（慶安２年７月２５日）
関東付近でＭ６．４の地震が発生した。

千葉県で津波１６５５年５月２日
（明暦：めいれき２年４月８日）
房総沖で地震が発生した。
第４代将軍徳川家綱（いえつな）

死者多数１６５９年４月２１日
（万治：まんじ２年２月３０日）
会津でＭ６～７の地震が発生した。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

◎江戸時代の男子の遊び

◎江戸時代の女子の遊び

死者数千人１６６２年６月１６日（寛文２年５月１日）
近畿北部でＭ７～７．６の地震が発生

死者多数１０月３１日（寛文２年９月２０日）
宮崎県沖でＭ７．２～７．５地震が発生

死者があり
津波があった

１６６４年
沖縄鳥島付近で地震、海底火山の噴火

死者１４００～１５００人１６６６年２月１日（寛文５年１２月２７日）
越後高田でＭ６の地震が発生した。

死者１３人１６７０年６月２２日（寛文１０年５月５日）
越後村上でＭ６の地震が発生した。

畿内、山陽道、南海道で強震１６７１年２月２７日（寛文１１年１月１８日）

紀伊水道沖でＭ７．３の地震が発生した

津和野城の石垣が崩れ
領内で家が１３３倒壊した
死者７人

１６７６年７月１２日
（延宝：えんぽう４年６月２日）
島根県津和野でＭ６．５の地震が発生

津波あり１６７７年４月１３日（延宝５年３月１２日）
青森県東方沖でＭ７～８の地震が発生

１１月４日（延宝５年１０月９日）
千葉県房総沖でＭ８の地震が発生

死者５００～６００人
茨城県地方史上最大の津波
被害あった。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

◎日本の香文化
推古三年（５９５年）淡路島に漂流した一本の流木を
島人が火にくべたところ、かぐわしい香りが立ち上が
り島人は驚愕した。その流木が都に運ばれ、聖徳太
子がこれは「沈香：じんこう」であると教えたそうです。

香文化は、仏教と共に「祈
りの香」として伝わり、広ま
ってゆきます。

時を経て平安期の貴族た
ちによって生活文化の香
りとなり、「雅の香り」とな
りました。

時を経て鎌倉時代から室町
時代には、武将たちが荒々
しい戦の合間、香りと茶を愛
好しました。
室町幕府八代将軍足利義政は、香を芸道としての
体系作りの祖となりました。

飛鳥時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

江戸時代

明治～
現代

公家の三条西実隆（にしさねたか）公を祖とする
「御家流」、武家の志野宗信（しのそうしん）を祖
とする「志野流」の二大流派が誕生しました。

沈香（じんこう）

源氏物語の香文化

江戸時代には、豪農や町人の間にも広まり、
一般庶民の教養として精神
文化となりました。

そして現在は、“和の文化”
暮らしに溶け込んでいます。

死者１人１６７８年１０月２日（延宝６年８月１７日）
宮城県沖でＭ７．５の地震が発生した。

４０年後に鬼怒川下流で台風
によって堰止湖(せきとめこ）が
決壊して死者約１２００人

１６８３年６月１７日～１０月２０日
（天和：てんな３年５月～９月）
日光付近でＭ６～７の地震が発生した。
第５代将軍徳川綱吉（つなよし）

死者有り

死者多数

１６８６年１月４日
（貞享：じょうきょう２年１２月１０日）
広島・愛媛でＭ７～７．４の地震が発生

１０月３日（貞享３年８月１６日）
静岡・三河でＭ７の地震が発生した。

死者３９４人１６９４年６月１９日
（元禄：げんろく７年５月２７日）
秋田県でＭ７の地震が発生した。

石巻河口に津波、３００隻をさ
らい、溺死者多数

石垣で家屋倒壊
九州北部でも被害

１７００年４月１５日（元禄１３年２月２６日）
壱岐・対馬でＭ７．３の地震が発生した。

１６９６年１１月２５日（元禄９年１１月１日）

宮城県沖でＭ６．５の地震が発生した。

※堰止湖とは、地震などで谷や川がせき止められてできた湖 ※沈香とは、樹木が土中に埋まり長期間を経て香木の状態になったもの
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

関東南部に津波
死者６７００人
倒壊・流失した家屋約２万８千軒
豊後では、２７３家屋倒壊
死者１名

１７０３年１２月３１日
（元禄１６年１１月２３日）
関東でＭ８．１～８．２の地震が発生した
Ｍｗ８．１～８．５（元禄地震）
同日、豊後：ぶんご（大分県）でＭ６．５
の地震が発生した。

秋田県で被害大
死者５８人

１７０４年５月２７日
（宝永：ほうえい元年４月２４日）
羽後：うご・陸奥でＭ７の地震が発生

◎マグニチュードとは
日本で発生した地震には、地震の規模が無理なく表現できるよう に工
夫された気象庁マグニチュードが用いられています。 最近は、断層面
の面積とずれの量などから求められる物理的な意味が明らかなモーメ
ント・マグニチュード（Ｍｗ）もよく使用されます。

※マグニチュードと地震のエネルギーの関係は
地震が発するエネルギーの大きさをＥ（単位：ジュール）、マグニチ
ュードをＭ とすると、次の関係があります。

➀この式からマグニチュードＭ が１大きくなると

エネルギーは約３２倍に大きくなることがわかります。

➁この式からマグニチュードＭ が２大きくなると

エネルギーは約１０００倍に大きくなることがわかります。

が１．５だけ増加するからＥ は101.5 = 10√10 ≒ 32

が３だけ増加するからＥ は（101.5×2 = 103 = 1000)

◎おさらい
・マグニチュード（magnitude、「大きさ」の意）とは、地震
が発するエネルギーの大きさです。

・モーメント・マグニチュードMw（moment、「瞬間」の意）
地震の破壊エネルギーを表し、規模の大きい地震ほど
正確に表す（ｗ：ｗｏｒｋの略）大きな地震に使用されます

・ｌｏｇ（logarithm、「対数」の意）とは、大きな数を扱う時に
使用されています。
101.5 =10３/2 ＝102/2×10１/2 ＝10×√10＝１０×３．１２
≒ ３２となります。

・ジュールとは、仕事・熱量・エネルギーの単位です。

Ａの場合、E＝１０のA乗です。

◎元禄地震の遺跡

千葉県日枝神社供養碑

千葉県本興寺供養碑 千葉県浄泰寺供養碑

※一般的にマグニチュードは の形の式で表される。ここで、A はある観測点の振幅、B は震央距離Δや震源の深さh による補正項である。

https://ameblo.jp/chiba-rekishi/image-12403133074-14261502608.html
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者があった１７０５年５月２４日（宝永２年４月２日）
阿蘇山付近で地震が発生した。

死者４９００～２万人以上
倒壊・流失家屋６万～８万軒
関東から九州まで津波
４９日後に富士山の宝永大噴火

東海道宿場町で家屋倒壊
村山浅間神社の家屋倒壊
死者４人
上徳地村で家屋倒壊、死者３人

紀伊・伊勢で津波
宮川などの堤防が決壊
宝永地震の余震と推定

１７０７年１０月２８日（宝永４年１０月４日）

南海トラフ全域が震源域
Ｍ８．４～８．６（Ｍｗ８．７～９．３）
（宝永地震）

１０月２９日（宝永４年１０月５日）
宝永地震の１６時間後に富士宮でＭ７
の地震が発生した。
１１月２１日（宝永４年１０月２８日）
周防・長門でＭ５．５地震が発生した。

１７０８年２月１３日（宝永５年１月２２日）
紀伊半島沖でＭ７の地震が発生した。

山崩れ、死者多数１７１０年１０月３日（宝永７年８月１１日）
鳥取県でＭ６．５の地震が発生した。
第６代将軍徳川家宣（いえのぶ）

大山で山崩れ
死者４人

１７１１年３月１９日（宝永８年２月１日）
鳥取県でＭ６の地震が発生した。

山崩れ
死者５６人

１７１４年４月２８日
（正徳：しょうとく４年３月１５日）
信濃でＭ６の地震が発生した。
第７代将軍徳川家継（いえつぐ）

◎宝永地震（宝永４年１０月４日）

※震度分布
日本歴史上最大級の地震

７
６－７
６
５－６
５
４－５
４
Ｅ
ｅ

３ｍ
１ｍ

波の高さ

５ｍ

震央

※津波の高さ分布

※宝永大噴火（富士山）

江戸幕府は石高１００石に付き火山灰除去費用
として２両を差し出させた。

※岩石が破壊するときに最初に壊れ始める地中の点を「震源」、｢震源｣の真上の地表の点を｢震央｣と呼んでいます。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

陸前・陸中で津波や液状化
により被害

１７１７年５月１３日
（享保：きょうほう２年４月３日）
宮城県沖でＭ７．５の地震が発生した。
第８代将軍徳川吉宗（よしむね）

詳細は不明１７１５年２月２日（正徳４年１２月２８日）
大垣・名古屋・福井でＭ６．５～７の地震

死者５０人１７１８年８月２２日（享保３年７月２６日）
三河でＭ７の地震が発生した。

死者２人
倒壊家屋４００軒

１７２３年１２月１９日（享保８年１１月２２日）

熊本県でＭ６．５の地震が発生した。

１７２５年８月１４日（享保１０年７月７日）
諏訪でＭ６～６．５の地震が発生した。

山崩れ
死者４人

死者２０３３人
大津波が発生

１７４１年８月２９日
（寛保：かんぽう元年７月１９日）
北海道西南沖の大島でＭ６．９の火山
性地震が発生した。（寛保津波）

１７２９年８月１日（享保１４年７月７日）
能登半島でＭ６．６～７の地震が発生

死者５人

１７３０年１１月１１日（享保１５年１０月２日）

茨城県沖でＭ７．３の地震が発生した。

津波で船の流失あり

１７３１年１０月７日（享保１６年９月７日）
宮城県南部でＭ６．５の地震が発生した

死者数名
家屋が倒壊

◎元禄文化（１６８８～１７０４年）
※芸術

※文学
俳諧：「奥の細道」（松尾芭蕉）
人形浄瑠璃：近松門左衛門
浮世草子：井原西鶴（いはらさいかく）

※学問や書物
歴史書：「大日本史」（徳川光圀）
数学：「和算の確率」（関孝和たかかず）
農学：「農業全書」（宮崎安貞やすさだ）

尾形光琳「燕子花図屏風：かきつばた」

菱川 師宣（ひしかわ もろのぶ）：『歌舞伎図屏風』
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者１５４１人１７５１年５月２１日
（寛延：かんえん４年４月２６日）
新潟県でＭ７～７．４の地震が発生した。
第９代将軍徳川家重（いえしげ）

死者あり
液状化、津波、家屋流失

１７６２年１０月３１日
（宝暦：ほうれき１２年９月１５日）
佐渡島北方沖でＭ７の地震が発生した。
第１０代将軍徳川家治（いえはる）

津波あり

宝暦八戸沖地震の余震
宝暦八戸沖地震の余震

１７６３年１月２９日（宝暦１２年１２月１６日）

八戸沖でＭ７．４～７．９の地震が発生
３月１１日八戸東方沖でＭ７．３の地震
３月１５日青森県東方沖でＭ７の地震

※彫刻

※服装（元禄小袖）
円空上人が彫った円空仏

※食事

大奥の食事

死者約１５００人１７６６年３月８日
（明和：めいわ３年１月２８日）
津軽でＭ７の地震が発生した。

大分で被害が多く
津波もあり

１７６９年８月２８日（明和６年７月２８日）
日向・豊後・肥後でＭ７．２の地震が発生

死者約１万２０００人１７７１年４月２４日（明和８年３月１０日）
沖縄県八重山でＭ７．４～Ｍ８の地震
が発生した。Ｍｗ８．７
（明和の大津波）
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者１２人１７７２年６月３日（明和９年５月３日）
陸前・陸中でＭ６．８～７．４の地震発生

死者２人１７８０年７月３０日
（安永：あんえい９年６月１９日）
庄内地方でＭ６．５～Ｍ７．４の地震発生

家屋約８００軒破損１７８２年８月２３日
（天明：てんめい２年７月１５日）
小田原でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明１７８６年３月２２・２３日
箱根山で群発地震が１００回以上発生

津波あり１７８９年５月１１日
（寛政：かんせい元年４月１７日）
阿波でＭ７の地震が発生した。
第１１代将軍徳川家斉（いえなり）

熊本県で大津波が発生し
死者約１万５０００人

津波あり

１７９２年５月２１日（寛政４年４月１日）
雲仙普賢岳が噴火、長崎県でＭ６．４
の地震が発生した。

６月１３日小樽方面でＭ７．３の地震

津波で死者３人

死者約１００人
津波あり

１７９３年２月８日（寛政４年１２月２８日）
西津軽でＭ６．９～７．１の地震が発生

２月１７日宮城県沖でＭ８～８．４の地
震が発生（寛政地震）

◎寿司文化（江戸前寿司）

江戸で、新鮮なネタで寿司を客の前で即席で握るとい
う発想で生まれた。この「握ったすし」を「江戸前寿司」
と言ったという。庶民の食文化が発達した江戸時代、醤
油、味噌とともに酢も庶民の食生活に普及した。

江戸時代の握り寿司は現在
の２～３倍と大きかった。
一口では食べにくいので、包
丁で二つに切って供するよう
になった。「２貫づけ」の起源
となった。

歌川広重の鮨絵 偲ぶ与平衛の酢

日本橋魚市のマグロ寿司の屋台

死者６４０人１７９９年６月２９日（寛政１１年５月２６日）

金沢でＭ６．７の地震が発生した。
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者３７人１８０２年１２月９日
（享和：きょうわ２年１１月１５日）
佐渡でＭ６．５～７の地震が発生した。

死者５００～５５０人１８０４年７月１０日
（文化：ぶんか元年６月４日）
秋田県象潟（きさかた）でＭ７の地震発生

弱い津波１８０８年１２月４日（文化５年１０月１７日）

紀伊半島沖でＭ７．６の地震が発生した

死者６０人１８１０年９月２５日（文化７年８月２７日）

男鹿半島でＭ６．５の地震が発生した。

死者多数１８１２年１２月７日（文化９年１１月４日）
神奈川県でＭ６．４の地震が発生した。

死者多数１８１９年８月２日
（文政：ぶんせい２年６月１２日）
近江でＭ７の地震が発生した。

山崩れで死者６９人１８２３年９月２９日（文政６年８月２５日）
岩手山でＭ６の地震が発生した。

死者１６８１人１８２８年１２月１８日（文政１１年１１月１２日）

越後三条でＭ６．９の地震が発生した。

死者２８０人１８３０年８月１９日（文政１３年７月２日）
京都でＭ６．５の地震が発生した。

◎外食産業の文化

町奉行所による文化８年（１８１１年）の調査結果軒
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者１１人

死者４０～１３０人

１８３３年５月２７日
（天保：てんぽう４年４月９日）
美濃西部でＭ６の地震が発生した。

１２月７日庄内沖でM７の地震が発生

８１戸が全半壊１８３４年２月９日（天保５年１月１日）
石狩地方でＭ６．４の地震が発生した。

死者多数
津波あり

１８３５年７月２０日（天保６年６月２５日）
宮城県沖でＭ７の地震が発生した。

詳細は不明１８３９年５月１日（天保１０年３月１８日）
釧路でＭ７の地震が発生した。
第１２代将軍徳川家慶（いえよし）

死者４６人
津波あり

１８４３年４月２５日（天保１４年３月２６日）
十勝沖でＭ７．５～８の地震が発生した。

死者約１万～１万３０００人

死者２０人以上

１８４７年５月８日
（弘化：こうか４年３月２４日）
善行寺でＭ７．４の地震が発生した。

５月１３日新潟県でM６の地震が発生

１８５３年３月１１日
（嘉永：かえい６年２月２日）
小田原でＭ６．７の地震が発生した。

死者２０～１００人

◎江戸四大飢饉

名称 被害の中心地 原因

寛永の大飢饉

享保の大飢饉

天明の大飢饉

天保の大飢饉

全国（日本海側）

瀬戸内海沿岸

全国（特に東北）

全国（特に東北）

全国的な異常気象

冷夏と虫害

浅間山噴火と冷害

大雨、洪水に冷夏

※天明の大飢饉
天明の大飢饉は、冷害の後に噴火した岩木山と
浅間山の火山灰によって発生しました。
東北の南部は特にひどく、奥州の村々では、食べ
物を求めて各地を放浪しました。
餓死者は３０万とも５０万とも言われています。

坊さんに救われた少年浅間山の噴火
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

死者少なくても２０３人

津波あり
死者４７００～１万１０００人

１８５５年３月１８日
（安政：あんせい２年２月１日）
飛騨でＭ６．９の地震が発生した。

９月１３日陸前でＭ７の地震が発生
１１月７日遠州灘でＭ７～７．５の地震
１１月１１日江戸でＭ７～７．１の地震
が発生（安政江戸地震）

死者２９人１８５６年８月２３日（安政３年７月２３日）
三陸沖北部でＭ７．５～８の地震が発生
した。Ｍｗ８．３

１８５４年７月９日（嘉永７年６月１５日）
伊賀上野でＭ７の地震が発生した。

１２月２３日東海道沖でM８．４の巨大
地震が発生Ｍw８．６（安政東海地震）
１２月２４日南海道沖でM８．４の巨大
地震が発生Ｍｗ８．７（安政南海地震）
１２月２６日大分県東側の豊予（ほうよ）

海峡でＭ７．３～Ｍ７．５の地震が発生
第１３代将軍徳川家定（いえさだ）

死者約１８００人

死者２０００～３０００人
房総半島から四国に津波

死者１０００～３０００人
串本で最大波高さ１１ｍ

死者５人１８５７年１０月１２日（安政４年８月２５日）
伊予・安芸でＭ７の地震が発生した。

◎安政の大地震

安政東海大地震の前後１１年間に発生した地震

M８．４

M８．４

１８５４年１２月２４日
安政南海大地震
（死者・行方不明３万人）

１８５４年１２月２３日
安政東海大地震
（死者・行方不明１万人）

１８５４年７月９日
伊賀上野地震
（近畿地方に大被害）

１８５８年４月９日
越中・飛騨大地震
（飛騨で圧死者数千人）

１８４７年５月８日
善行寺地震

（死者・行方不明１万人）
１８５５年１１月１１日
安政江戸大地震

（死者・行方不明１万１千人）

１８５３年
小田原地震

安政の大地震（江戸）
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時代 発生日・地震名・ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 被災状況 社会状況

江
戸
時
代(

一
六
〇
三
年
～
一
八
六
八
年)

花火見物（両国橋）

１８５８年４月９日（安政５年２月２６日）
富山県付近でＭ７．１の地震が発生した

７月８日東北地方太平洋側でＭ７～
７．５の地震が発生した。

地震による死者数百人
河川が決壊で死者１４０人

１８６１年２月１４日
（万延：まんえん２年２月１４日）
愛知県西尾市でＭ６の地震が発生した。

１０月２１日（文久：ぶんきゅう元年９月１８日）

宮城県沖でＭ７．２の地震が発生した。
第１４代将軍徳川家茂（いえもち）

死者あり
津波で家屋が倒壊

京都・二条城「二の丸御殿」大広間で最後の将軍・徳川慶喜が大政奉還

◎江戸の娯楽

お花見風景

茶屋で茶とお菓子を楽しむ




